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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
西
側
諸
国
で
憤
激
を
持
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
た
。侵
攻
は
国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
蛮
行
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
は
強
く
非
難
さ
れ
、
制
裁
を
科
さ
れ
る
べ
き
だ
。
こ
う
し
た

意
見
は
日
本
で
は
ご
く
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
ウ
ス
で
は
状
況
が
異
な
る
。

　

そ
の
典
型
例
が
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
三
月
二
日
の
国
連
総
会
緊
急

特
別
会
合
で
は
、
対
ロ
シ
ア
非
難
決
議
（A

/RES/ES
-11/1

）
が

賛
成
一
四
一
、
反
対
五
、
棄
権
三
五
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
五
四
ヵ
国
に
限
れ
ば
、
賛
成
二
八
、
反
対
一
、

棄
権
一
七
、
無
投
票
八
と
、
賛
成
票
は
ほ
ぼ
半
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
議
長
国
の
セ
ネ
ガ
ル
や
地
域
大
国
の
南
ア

フ
リ
カ
な
ど
が
棄
権
し
、
西
側
諸
国
と
は
異
な
る
対
応
に
注
目
が
集

ま
っ
た
。
四
月
七
日
に
採
択
さ
れ
た
、
人
権
委
員
会
か
ら
ロ
シ
ア
を

資
格
停
止
と
す
る
決
議
（A

/RES/ES
-11/3

）
で
は
、
西
側
と
の

違
い
は
い
っ
そ
う
際
立
っ
た
。
同
決
議
は
賛
成
九
三
、
反
対
二
四
、

棄
権
五
五
、
無
投
票
二
一
で
採
択
さ
れ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
な

か
で
は
賛
成
一
〇
、
反
対
九
、
棄
権
二
二
、
無
投
票
一
三
と
、
賛
成

票
が
む
し
ろ
少
数
と
な
っ
た
。

　

投
票
数
を
見
る
限
り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
姿
勢
は
、
親
ロ
シ
ア
と

は
言
え
な
い
ま
で
も
、
西
側
支
持
と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し
た
あ
い

ま
い
な
投
票
行
動
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
の
影
響
力
や
西
側
諸
国

へ
の
潜
在
的
な
反
発
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
。
も
と
よ
り
五
四
ヵ
国

の
行
動
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
背
景
に
は
多
様
な
要
因
が
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
投
票
行
動
に
は
合
理
的
な
外
交
戦
略
が

東
京
外
国
語
大
学
教
授

武
内
進
一

た
け
う
ち　

し
ん
い
ち　
一
九
六
二
年
生
ま
れ
。

東
京
外
国
語
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
科
卒
業
。
東
京

大
学
博
士
（
学
術
）。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を

経
て
、
東
京
外
国
語
大
学
現
代
ア
フ
リ
カ
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー・セ
ン
タ
ー
長（
現
職
）。
著
書
に
、

『
現
代
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
国
家
』
な
ど
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
ロ
シ
ア
に
忖
度
し
て
い
る
の
か

—
—

非
同
盟
運
動
と
合
理
的
な
「
あ
い
ま
い
戦
略
」

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
国
連
の
対
ロ
シ
ア
非
難
決
議
に
、

同
調
し
た
ア
フ
リ
カ
の
国
々
は
少
な
か
っ
た
。

だ
が
、
ロ
シ
ア
に
追
随
す
る
と
い
う
よ
り
も

欧
米
へ
の
警
戒
か
ら
非
同
盟
主
義
へ
の
回
帰
も
見
え
る
。

米
・
ロ
の
綱
引
き
が
強
ま
る
な
か
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
ど
う
出
る
の
か
。
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あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。
本
稿
で
は
い
く
つ
か
の
要
因
を
検
討
し
つ

つ
、
こ
の
点
を
示
し
た
い
。

軍
事
的
側
面
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
影
響
力
は

　

ア
フ
リ
カ
で
ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
強
ま
っ
た
と
い
う
理
解
は
正
し

い
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
り
、
ノ
ー
で
あ
る
。
い
く
つ
か

の
国
で
ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
西
ア

フ
リ
カ
の
マ
リ
で
は
、
二
〇
一
二
年
以
来
イ
ス
ラ
ム
急
進
主
義
勢
力

の
活
動
が
活
発
化
し
、
旧
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
が
軍
を
派
遣
し
て
掃
討

作
戦
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
掃
討
作
戦
や
国

連
平
和
維
持
部
隊
の
展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
急
進
主
義

勢
力
の
活
動
領
域
は
拡
大
し
、
犠
牲
者
や
国
内
避
難
民
の
数
も
大
幅

に
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
政
府
や
フ
ラ
ン
ス
へ
の
不

満
が
高
ま
り
、
二
〇
年
以
降
二
度
に
わ
た
っ
て
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃
発

し
た
。
新
た
に
成
立
し
た
軍
事
政
権
は
フ
ラ
ン
ス
を
遠
ざ
け
て
ロ
シ

ア
と
手
を
結
び
、
結
局
フ
ラ
ン
ス
は
、
今
年
二
月
に
マ
リ
か
ら
の
撤

退
を
決
断
し
た
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
に
代
わ
っ
て
ロ
シ
ア
が
、
マ
リ

政
府
と
協
力
し
て
掃
討
作
戦
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

中
央
ア
フ
リ
カ
で
も
、
ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
近
年
急
速
に
強
ま
っ

た
。
こ
の
国
も
一
三
年
に
内
戦
で
政
権
が
転
覆
し
、
そ
れ
以
来
地
方

で
は
事
実
上
の
紛
争
状
態
が
続
い
て
い
る
。
旧
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス

や
国
連
が
支
援
し
て
一
六
年
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
選

出
さ
れ
た
ト
ゥ
ア
デ
ラ
大
統
領
の
下
で
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
強
ま

り
、
民
間
軍
事
企
業
ワ
グ
ネ
ル
が
多
数
の
軍
事
顧
問
や
戦
闘
員
を
派

遣
し
て
い
る
。

　

両
国
で
ロ
シ
ア
が
影
響
力
を
強
め
た
要
因
と
し
て
、
情
報
戦
の
効

果
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
武
力
紛
争
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
、
軍
事
面
で
強
い
競

争
力
を
有
す
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
の
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
と
っ
て
最
大
の
兵
器
調
達
先

で
あ
り
、
二
〇
一
〇
～
二
一
年
に
お
け
る
輸
入
総
額
の
三
七
％
を
占

め
る
。
ち
な
み
に
第
二
位
は
米
国
と
フ
ラ
ン
ス
が
一
四
％
で
ほ
ぼ
並

び
、
そ
の
次
に
中
国
（
九
％
）
の
順
に
な
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
兵
器

購
入
額
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
が
突
出
し
て
多
く
、
サ
ブ
サ

ハ
ラ
諸
国
で
は
ア
ン
ゴ
ラ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
マ
リ
、
ス
ー
ダ

ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
が
ロ
シ
ア
を
最
大
の
調
達
先
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
国
々
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
除
い
て
、
三
月
二
日
の
国
連
総
会
決
議
で

は
棄
権
ま
た
は
無
投
票
で
あ
っ
た
か
ら
、
ロ
シ
ア
と
の
軍
事
面
で
の

関
係
の
深
ま
り
が
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
高
い
。

国
連
憲
章
や
国
際
人
権
法
に
依
拠
す
る
主
張
も

　

と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
と
の
二
国
間
関
係
か
ら
投
票
行
動
を
説
明
で
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き
る
国
々
は
、
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
軍
事
面
で
緊
密
な
関
係
を
持
つ

国
が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
総
合
的
に
見
れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
ア
フ

リ
カ
の
経
済
関
係
は
深
い
と
は
言
え
な
い
。
ロ
シ
ア
の
ア
フ
リ
カ
と

の
貿
易
額
は
二
〇
一
八
年
に
約
二
〇
〇
億
ド
ル
で
、
中
国
の
一
〇
分

の
一
以
下
、
ト
ル
コ
や
ブ
ラ
ジ
ル
と
同
じ
水
準
で
あ
っ
た
。
翌
年
ソ

チ
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
貿
易
投
資
の
急
拡
大
が

謳
わ
れ
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
の
得
意
分
野
は
軍
事
産
業
や
採
掘
産
業

で
、
そ
れ
ほ
ど
伸
び
し
ろ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
の
経

済
大
国
で
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
南
ア
フ
リ
カ
の
最
新
の
統
計
を
見

て
も
、
輸
出
入
相
手
国
の
ト
ッ
プ
５
に
ロ
シ
ア
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
国
連
総
会
決
議
へ
の
反
対
や
棄
権
は
、
必
ず
し
も
親
ロ

シ
ア
の
立
場
を
意
味
し
な
い
。
三
月
二
日
決
議
に
際
し
て
は
、
反
対

票
を
投
じ
た
五
ヵ
国
（
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
シ
リ
ア
、
エ
リ
ト

リ
ア
、
北
朝
鮮
）
の
う
ち
北
朝
鮮
を
除
く
四
ヵ
国
が
発
言
し
、
投
票

理
由
を
説
明
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
シ
リ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
や

西
側
諸
国
を
非
難
す
る
な
ど
基
本
的
に
ロ
シ
ア
の
主
張
に
沿
っ
た
発

言
を
し
た
が
、
エ
リ
ト
リ
ア
の
主
張
は
独
自
の
も
の
だ
っ
た
。
同
国

は
、
国
連
憲
章
に
記
さ
れ
た
主
権
、
領
土
的
一
体
性
、
政
治
的
独
立

の
尊
重
を
確
認
し
た
上
で
、
一
方
的
な
制
裁
に
反
対
だ
と
主
張
し
た

の
で
あ
る
。
総
会
発
言
に
即
し
て
理
解
す
れ
ば
、
エ
リ
ト
リ
ア
の
反

対
理
由
は
西
側
諸
国
が
対
ロ
シ
ア
制
裁
を
発
動
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
エ
リ
ト
リ
ア
は
、
政
治
体
制
が
抑
圧
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
米
国
、
E
U
、
国
連
な
ど
か
ら
相

次
い
で
経
済
制
裁
を
受
け
て
お
り
、
対
ロ
シ
ア
制
裁
を
自
ら
の
境
遇

に
重
ね
合
わ
せ
て
反
対
を
表
明
し
た
と
言
え
る
。

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
決
議
を
棄
権
し
た
国
々
も
、

国
際
法
、
国
際
人
権
法
、
そ
し
て
主
権
や
領
土
的
一
体
性
の
尊
重
を

含
む
国
連
憲
章
の
尊
重
を
強
調
し
て
い
る
。
両
国
と
も
紛
争
終
結
の

た
め
に
外
交
的
努
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
お
り
、
南
ア
フ

リ
カ
は
同
決
議
が
紛
争
終
結
の
た
め
の
「
外
交
、
対
話
、
調
停
を
生

み
出
す
環
境
を
つ
く
ら
な
い
」
こ
と
を
棄
権
の
理
由
に
挙
げ
た
。
特

に
ロ
シ
ア
の
主
張
に
沿
っ
た
発
言
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

経
済
的
事
情
も
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
影
響

　

ロ
シ
ア
と
深
い
関
係
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
国
際
法
や
国
際
人
権

法
の
尊
重
を
訴
え
る
の
に
、
な
ぜ
ロ
シ
ア
非
難
決
議
に
賛
成
し
な
い

の
か
。
そ
こ
に
は
、
消
極
的
な
理
由
と
積
極
的
な
理
由
が
あ
る
。
前

者
と
し
て
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
経
済
危
機
、
後
者
と
し
て
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
外
交
戦
略
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

六
月
三
日
、
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
議
長
を
務
め
る
セ
ネ
ガ

ル
の
サ
ル
大
統
領
は
、
ア
フ
リ
カ
連
合
委
員
会
（
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
の
マ
ハ

マ
ト
委
員
長
と
と
も
に
ソ
チ
を
訪
問
し
て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
面
談
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し
、
世
界
市
場
へ
の
食
糧
や
肥
料
の
輸
出
を
確
実
に
行
う
よ
う
要
請

し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
以
降
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
小
麦
や
天
然

ガ
ス
な
ど
の
輸
出
が
止
ま
り
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
前
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
深
刻
な
社
会
経

済
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
経
済
は
、
総
じ
て
原
油
な

ど
の
一
次
産
品
輸
出
に
依
存
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
中

国
経
済
の
成
長
に
牽
引
さ
れ
て
資
源
価
格
が
高
騰
す
る
と
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
も
高
成
長
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
一
〇

年
代
半
ば
に
資
源
価
格
が
下
落
す
る
と
経
済
は
失
速
し
、
そ
れ
に
コ

ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
加
え
て
、
気
候
変
動
の
影
響
か
ら

大
陸
北
東
部
や
西
部
で
は
干
ば
つ
や
洪
水
が
頻
発
し
て
い
る
。
最
近

続
け
ざ
ま
に
ク
ー
デ
タ
ー
に
見
舞
わ
れ
た
マ
リ
、ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、

ギ
ニ
ア
の
よ
う
に
、
経
済
危
機
が
政
治
危
機
に
発
展
す
る
恐
れ
は
広

く
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
高
騰
は
、
ア
フ
リ
カ
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
る
。
多
く
の
国
々
は
食
料
自
給
が
で
き
ず
、
ま
た
原
油

精
製
能
力
が
な
い
た
め
、
食
糧
と
燃
料
の
大
量
輸
入
が
常
態
化
し
て

い
る
。
そ
の
負
担
は
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
諸
国
平
均
で
輸
入
総

額
の
約
三
割
を
占
め
る
。
加
え
て
、
戦
争
勃
発
以
降
、
天
然
ガ
ス
を

原
料
と
す
る
化
学
肥
料
の
入
手
が
難
し
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
背
景
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
ロ
シ
ア
非
難
に
慎
重
な
姿
勢
を

取
っ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
と
の
会
談
後
、
六
月
一
〇
日
付
「
ル
・
モ

ン
ド
」
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
サ
ル
大
統
領
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。「
ま
ず
は
戦
争
を
止
め
て
、
話
し
合
っ
て
く
れ
と
い
う
こ

と
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
誰
が
間
違
っ
て
い
る
と
か
、
誰
が
正
し
い
と

か
い
う
議
論
を
し
て
は
い
な
い
。
穀
物
と
肥
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
欲

し
い
だ
け
だ
」。

「
合
理
的
な
外
交
戦
略
」
と
非
同
盟
運
動

　

投
票
行
動
を
説
明
す
る
上
で
経
済
危
機
以
上
に
重
要
な
要
因
は
、

外
交
戦
略
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
こ
の
種
の
問
題
に
あ
い
ま

い
な
態
度
を
取
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
二
〇
一
四

年
三
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
併
合
を
受
け
て
、
国

連
総
会
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
的
一
体
性
を
確
認
す
る
決
議
（A

/
RES/68/262

）
を
採
択
し
た
。
こ
の
決
議
は
賛
成
一
〇
〇
、
反
対

一
一
、
棄
権
五
八
、
無
投
票
二
四
で
採
択
さ
れ
た
が
、
ア
フ
リ
カ

諸
国
の
投
票
は
賛
成
一
九
、
反
対
二
（
ス
ー
ダ
ン
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
）、

棄
権
二
七
、
無
投
票
六
で
、
反
対
の
方
が
少
数
だ
っ
た
。
大
国
の
利

害
が
衝
突
す
る
微
妙
な
問
題
に
つ
い
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
従
来
か

ら
立
場
を
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
の
決
議
は
西
側
諸
国
を
中
心
に
四
一
ヵ
国
か
ら
共
同
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提
案
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
全
く
含
ま
れ

て
い
な
い
。
今
年
三
月
二
日
の
ロ
シ
ア
非
難
決
議
で
は
九
四
も
の
国

が
共
同
提
案
国
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る
が
、
ア
フ
リ
カ
は
五
ヵ

国
（
ボ
ツ
ワ
ナ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
ガ
ー
ナ
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
）
だ
け
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
側
か
ら
す
れ
ば
、
事
前
に
十

分
な
説
明
も
な
く
微
妙
な
問
題
に
意
思
表
明
を
迫
ら
れ
た
と
い
う
側

面
も
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
賛
成
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
話

で
は
な
い
。
今
回
の
投
票
を
説
明
す
る
際
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
し
ば

し
ば
「
非
同
盟
運
動
」
に
言
及
す
る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ー
ツ
国
際

関
係
・
協
力
副
大
臣
は
、
地
元
紙
「D

aily M
averick

」
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
は
覇
権
を
め
ぐ
る
大
国

間
の
代
理
戦
争
」
で
あ
り
、「
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
紛
争
と
同
じ
く
、
国
際
法
違
反
で
あ
り
な
が
ら
大

国
は
国
連
制
裁
を
受
け
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
南
ア
フ
リ
カ
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
中
立
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
覇

権
争
い
を
す
る
大
国
と
一
線
を
画
す
非
同
盟
運
動
の
立
場
を
取
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
た
（
五
月
一
六
日
付
）。

　

エ
ジ
プ
ト
の
元
外
務
次
官
フ
セ
イ
ン
・
ハ
リ
デ
ィ
氏
も
同
様
の
認

識
を
示
し
て
い
る
。
朝
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
欧
米
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
犠
牲
に
し
て
ロ
シ
ア
を
倒
す
」
た
め
に
戦
争
を
続
け

て
い
る
と
し
て
、「
こ
の
新
冷
戦
の
状
況
の
中
で
、エ
ジ
プ
ト
な
ど『
第

三
世
界
』の
国
々
は
自
ら
の
立
ち
位
置
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
『
非
同
盟
』
を
宣
言
す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
八
月

二
〇
日
付
朝
刊
）。

　

非
同
盟
運
動
は
一
九
五
五
年
の
バ
ン
ド
ン
会
議
を
き
っ
か
け
に
結

成
さ
れ
た
、
発
展
途
上
国
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
緩
や
か
な
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
あ
る
。
現
在
一
二
〇
ヵ
国
か
ら
構
成
さ
れ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
が
議
長
国
を
務
め
る
。
非
同
盟
運
動
が
存
在
感
を
発
揮
し
た
の
は

冷
戦
下
の
六
〇
～
七
〇
年
代
で
、
国
連
総
会
で
の
「
新
国
際
経
済

秩
序
」（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
）
決
議
採
択
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
目
立
っ
た
成
果
を
残
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
今
日
、
非
同

盟
運
動
が
こ
と
さ
ら
に
言
及
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
こ
の
言
葉
が
自
ら
の
立
ち
位
置
を
踏
ま
え
て
外
交

的
利
益
を
確
保
す
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
行
動
を
正
当
化
す
る
か
ら

だ
。
非
同
盟
運
動
は
、
冷
戦
の
な
か
で
、
発
展
途
上
諸
国
（
今
日
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
）
が
、
独
自
の
利
益
を
追
求
す
る
文
脈
で
生

ま
れ
た
。
西
側
に
は
西
側
の
、
東
側
に
は
東
側
の
利
益
と
ア
ジ
ェ
ン

ダ
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
陣
営
に
盲
目
的
に
従
っ
て
い
て
は
、
国
益

を
確
保
で
き
な
い
。
東
西
両
陣
営
の
対
立
が
激
し
い
ほ
ど
、
発
展
途

上
国
が
ま
と
ま
る
こ
と
の
利
益
は
大
き
い
。
非
同
盟
運
動
の
背
景
に

は
こ
う
し
た
思
想
が
あ
っ
た
。
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価
値
規
範
を
振
り
か
ざ
す
欧
米
へ
の
不
信

　

近
年
の
状
況
は
、
当
時
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
新
冷
戦
」

と
呼
ば
れ
る
状
況
は
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
西
側
に
盲

従
す
る
危
険
性
に
つ
い
て
も
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
認
識
が
共
有
さ
れ
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ
い
て
ア
フ
リ
カ
の
知
識
人
と
議
論

し
て
い
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
イ
ラ
ク
戦
争
や
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
、
そ
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
リ
ビ
ア
へ
の
軍
事
介
入

（
二
〇
一
一
年
）
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
前
二
者
に
つ
い
て
の
説
明
は

不
要
だ
ろ
う
が
、
後
者
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
動
き
を
受
け
て
リ
ビ
ア
で
活
発
化
し
た
民
主
化

運
動
を
暴
力
的
に
抑
圧
し
た
カ
ダ
フ
ィ
政
権
に
対
し
て
、
国
連
安
全

保
障
理
事
会
は
飛
行
禁
止
区
域
の
設
定
や
資
産
凍
結
等
の
制
裁
措
置

を
定
め
た
決
議
一
九
七
三
を
採
択
し
た
。当
時
、非
常
任
理
事
国
だ
っ

た
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
は
こ
れ
に
賛
成
し
た
が
、
そ
の
後

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
こ
の
決
議
を
根
拠
と
し
て
軍
事
介
入
し
、
カ
ダ
フ
ィ
政

権
を
打
倒
し
た
。

　

こ
の
欧
米
の
行
動
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
激
し
い
反
発
を
招
く
こ

と
に
な
る
。
実
際
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権
の
崩
壊
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
も

た
ら
し
た
負
の
影
響
は
甚
大
だ
。
リ
ビ
ア
で
は
今
日
ま
で
安
定
政
権

が
成
立
し
な
い
し
、
カ
ダ
フ
ィ
政
権
が
抱
え
て
い
た
ア
フ
リ
カ
人
傭

兵
が
帰
国
し
反
政
府
運
動
に
加
担
し
た
た
め
に
政
権
が
転
覆
し
た
マ

リ
の
例
や
、
混
乱
し
た
リ
ビ
ア
が
拠
点
と
な
っ
て
イ
ス
ラ
ム
急
進
主

義
勢
力
が
拡
散
し
た
こ
と
な
ど
、
武
力
介
入
の
負
の
遺
産
は
枚
挙
に

暇
が
な
い
。「
西
側
諸
国
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
盲
従
す
れ
ば
自
分
た
ち

が
損
を
す
る
」
と
い
う
認
識
は
、
ア
フ
リ
カ
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
認
識
は
自
由
や
民
主
主
義
と
い
っ
た
西
側
の
価
値
規
範
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
打
破

し
た
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
こ
う
し
た
価
値
規
範
は
非
常
に
尊
重
さ
れ

て
い
る
。
国
連
総
会
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
投
票
行
動
が
示
す

の
は
、
価
値
規
範
を
建
前
と
し
て
利
用
し
、
自
ら
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を

追
求
す
る
欧
米
へ
の
警
戒
感
で
あ
る
。
大
国
間
に
意
見
の
不
一
致
が

あ
る
際
に
、
特
定
の
陣
営
を
選
択
せ
ず
に
対
話
の
窓
口
を
開
い
て
お

く
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
手
持
ち
の
カ
ー
ド
を
増
や
す
」
こ
と
は
合
理

的
で
あ
る
。
非
同
盟
運
動
は
、
そ
う
し
た
態
度
を
正
当
化
す
る
ラ
ベ

ル
と
な
る
。

　

八
月
に
ラ
ブ
ロ
フ
露
外
相
、
ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官
が
相
次
い

で
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
訪
問
し
、
特
に
米
国
は
新
た
な
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア

フ
リ
カ
政
策
を
策
定
し
た
。
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
綱
引
き
が
強
ま
る

な
か
、
今
後
も
非
同
盟
戦
略
が
有
効
に
機
能
す
る
局
面
が
増
え
る
だ

ろ
う
。
●




